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平成17年６月24日公表

農林水産省大臣官房情報課

この調査は、平成17年４月上旬から中旬にかけて、農林水産情報交流ネット

ワーク事業の林業者モニター 738名及び消費情報提供協力者 1,480名に対して

実施し、林業者モニター 608名、消費情報提供協力者 1,337名から回答を得た

結果である。

以下、林業者モニターは「林業者 、消費情報提供協力者は「消費者」とい」

う。

Ⅰ 調査結果の概要

１ 森林資源の循環利用に関する林業者と消費者の意識

－ 「重要なことだと思う」が林業者、消費者ともにほぼ10割 －

森林資源の循環利用をどのように思うかは、林業者、消費者ともに「重要なこ

とだと思う」がほぼ10割（99％）を占めている。

図1-1 森林資源の循環利用に関する
林業者の意識

図1-2 森林資源の循環利用に関する
消費者の意識
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２ 周囲の森林の手入れに関する林業者と消費者の意識

－ 「手入れがされていないと思う」が林業者で８割、消費者で６割 －

周囲の森林の手入れの状況をどのように思うかは、林業者では 「少し手入れが、

足りないと思う」が５割 「ほとんど手入れがされていないと思う」が３割となっ、

ており 「手入れがされていないと思う」が８割を占めている。、

消費者では 「手入れがされていないと思う」が６割を占めている。、

３ 手入れが不十分な私有林の手入れをすべき者に関する林業者と消費者の意識

－ 「あくまでも森林所有者が中心となって手入れをすべき」が林業者で５割 －

私有林の所有者が森林の手入れを十分に行っていない場合、その森林の手入れ

を誰が行うべきと考えるかは、林業者では 「あくまでも森林所有者が中心となっ、

て手入れをすべき」が５割、消費者では 「森林ボランティアへの参加や緑の募金、

への協力など国民全体で取り組むべき」が４割とそれぞれ最も高くなっている。

図2-1 周囲の森林の手入れに関する
林業者の意識

図2 2 周囲の森林の手入れに関する-
消費者の意識

図3 1 手入れが不十分な私有林の手入れ-
をすべき者に関する林業者の意識

図3 2 手入れが不十分な私有林の手入れ-
をすべき者に関する消費者の意識
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